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市議会だより市議会だより



2025（令和7）年4月24日 （2）おおだ市議会だより2025（令和7）年4月24日（3） おおだ市議会だより

3月定例市議会
令和7年度
一般会計
当初予算

令和7年度
一般会計
当初予算 259.8億円259.8億円259.8億円259.8億円

第２次大田市総合計画　施策体系からピックアップ

2025（令和7）年
2月26日（水）～3月18日（火）

（対前年度比7.6％増）（対前年度比7.6％増）（対前年度比7.6％増）（対前年度比7.6％増）

「子どもたちの笑顔があふれ、みんなが夢を抱けるまち“おおだ”」

の実現に向け、当初予算決まる

教育ICT推進事業
２億1,683万円

情報教育の充実を図るため、教職員へのサポート
体制を整備し、児童生徒用のタブレット端末や電子
黒板、学校ネットワーク等の管理

世界遺産登録２０周年・石見銀山発見
５００年記念事業 6,374万円

「石見銀山遺跡」が世界遺産登録20周年及び発見
500年を迎える令和9年に向け、魅力発信の強化や
観光誘客のための取り組みを実施 

隣保館新築整備事業
４億５,８６５万円

地域社会全体における福祉向上や人権啓発の住民
交流のための拠点施設である、大田市隣保館の別
地建替えに向けた建設工事等

　　２億４,７３０万円
全ての妊婦・子育て世帯がいつでも安心して相談
できる支援体制を構築するため「総合支援拠点」
の整備に向けた実施設計及び用地購入

R7当初予算
特徴的な取り組み

賛成多数

都市基盤づくり〈くらしや交流を支える「都市基盤」をつくる〉

大田市観光施設
改修事業

１億
2,188万円

安全・安心な施設運営を行うため、旧三瓶温泉スキー場リフトの解体工事、
三瓶温泉泉源の現況調査、山の駅さんべの送水設備設置等を実施する

農業経営発展
支援事業 1,323万円

次世代を担う農業者となることを志向する者に対し、就農後の経営発展の
ために必要な機械・施設の導入等の取り組みを支援する

産業づくり〈多様で活力ある「産業」をつくる〉

保育所等副食費
無償化事業 432万円 物価高騰が長期化する中、子育て世帯の保護者（市内の保育所、認定こども

園等）への負担軽減を目的として、副食費を3カ月間に限り無償とする

医療・介護・保育施設等
物価高騰対策応援金

支給事業
2,127万円 エネルギー価格・物価高騰の影響により費用負担が増大している医療・介

護・保育施設等の運営事業者等に対し、応援金を支給する

空き家対策事業 1,695万円 老朽化が進み危険な状態にある空家等の除却費用の補助、特定空家等の略式代執行による
除却工事、令和8年度に「大田市空家等対策計画」を改定するための実態調査を行う

大田市駅前駐輪場
改修事業 1,900万円 駅利用者の安全確保と利便性向上を図るため、駅前駐輪場の改修工事を

行う

大田小学校
整備事業

１億
7,275万円 大田統合小学校の整備に向け、新校舎の実施設計を行う

学校給食費
無償化事業 3,657万円 子育て世帯の保護者（幼稚園、小学校、中学校）への負担軽減を目的とし

て、学校給食費を3カ月間に限り無償とする

暮らしづくり〈だれもが住みよい「暮らし」をつくる〉

豊かな心づくり〈ふるさとを愛する「豊かな心」をつくる〉

持続可能なまちづくり〈協働・共創により「持続可能なまち」をつくる〉

総合計画・総合戦略
策定事業 1,059万円 令和9年度を始期とする「第3次大田市総合計画」及び「第3期大田市まち・ひ

と・しごと創生総合戦略」の策定に向け、ワークショップ等を開催する

大田葬斎場
長寿命化改修事業

２億
6,840万円

公共施設適正化の観点から、市内3か所の葬斎場（大田、温泉津、仁摩）を大
田葬斎場に集約するため、施設の長寿命化に向けた改修工事を行う

完成イメージ

龍源寺間歩

完成イメージ

おおだ子育てにかかる
総合支援拠点施設整備事業
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2025（令和7）年4月24日 （4）おおだ市議会だより

1月臨時市議会
令和6年度一般会計

補正予算
令和6年度一般会計

補正予算
令和6年度一般会計

補正予算
令和6年度一般会計

補正予算
1億8,538万円1億8,538万円1億8,538万円1億8,538万円

電力・ガス・食料品等価格高騰
緊急支援給付金給付事業
長期化するエネルギー・食料品価格等の物価高騰による
負担増を踏まえ、家計への影響が大きい低所得世帯（住
民税非課税世帯）に対し、給付金を支給するもの
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（4）おおだ市議会だより（5） おおだ市議会だより 2025（令和7）年4月24日2025（令和7）年4月24日

◇ 1月臨時会提出議案等賛否一覧表
議 員 名 等

　議 案 名

議
決
結
果

反
対
等

：
賛

成

小
川
和
也

伊
藤
康
浩

柿
田
賢
次

清
水
　
好

宮
脇
康
郎

和
田
章
一
郎

根
冝
和
之

森
山
幸
太

胡
摩
田
弘
孝

石
田
洋
治

松
村
信
之

小
林
　
太

月
森
和
弘

塩
谷
裕
志

石
橋
秀
利

河
村
賢
治

■市長提出議案
議案第353号　令和6年度大田市一般会計補正予算（第7号） 可決 15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

※定数18名（現員16名）、うち議長（河村賢治）は採決に加わりません
※○は賛成、●は反対等（反対、継続審査、態度保留等々）　

◇ 3月定例会提出議案等賛否一覧表
議 員 名 等

　議 案 名

議
決
結
果

反
対
等

：
賛

成

小
川
和
也

伊
藤
康
浩

柿
田
賢
次

清
水
　
好

宮
脇
康
郎

和
田
章
一
郎

根
冝
和
之

森
山
幸
太

胡
摩
田
弘
孝

石
田
洋
治

松
村
信
之

小
林
　
太

月
森
和
弘

塩
谷
裕
志

石
橋
秀
利

河
村
賢
治

■市長提出議案
議案第354号　令和7年度大田市一般会計予算 可決 14：1 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第355号　令和7年度大田市国民健康保険事業特別会計予算 可決 14：1 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第356号　令和7年度大田市国民健康保険診療所事業特別会
計予算 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第357号　令和7年度大田市後期高齢者医療事業特別会計予
算 可決 14：1 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第358号　令和7年度大田市介護保険事業特別会計予算 可決 14：1 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第359号　令和7年度大田市簡易給水施設事業特別会計予算 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第360号　令和7年度大田市大田市駅周辺土地区画整理事業
特別会計予算 可決 14：1 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第361号　令和7年度大田市水道事業会計予算 可決 14：1 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第362号　令和7年度大田市下水道事業会計予算 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第363号　令和7年度大田市病院事業会計予算 可決 14：1 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第364号　令和6年度大田市一般会計補正予算（第8号） 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第365号　令和6年度大田市国民健康保険事業特別会計補正
予算（第5号） 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第366号　令和6年度大田市国民健康保険診療所事業特別会
計補正予算（第2号） 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第367号　令和6年度大田市後期高齢者医療事業特別会計補
正予算（第3号） 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第368号　令和6年度大田市介護保険事業特別会計補正予算
（第5号） 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第369号　令和6年度大田市簡易給水施設事業特別会計補正
予算（第3号） 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第370号　令和6年度大田市大田市駅周辺土地区画整理事業
特別会計補正予算（第3号） 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第371号　令和6年度大田市水道事業会計補正予算（第3号） 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第372号　令和6年度大田市下水道事業会計補正予算（第3号）可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第373号　令和6年度大田市病院事業会計補正予算（第4号） 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第374号　大田市市長、副市長及び教育長の給与の特例に関
する条例制定について 可決 13：2 〇 〇 ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第375号　大田市職員の給与の特例に関する条例制定につい
て 可決 9：6 〇 ● ● 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ―

議案第376号　大田市行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例
の一部を改正する条例制定について

可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第377号　大田市職員の給与に関する条例等の一部を改正す
る条例制定について 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第378号　大田市一般職の任期付職員の採用等に関する条例
の一部を改正する条例制定について 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―
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（6）おおだ市議会だより（7） おおだ市議会だより 2025（令和7）年4月24日2025（令和7）年4月24日

いっぱん質問

市政に対する一般質問は、3月3日、4日に行われ、9人の議員が執行部の考えをただしました。
質問と答弁の要旨は次のとおりです。掲載する質問事項は1人1議題とし、その他の質問項目があった
場合は、質問項目のみを掲載しています（内容は、ホームページ（https://www.city.oda.lg.jp/）、
QRコードで閲覧できます）。今後、市議会に関する情報を大田市公式LINEで発信予定です。

▲第49回石東駅伝競走大会兼第9回石見銀山ロードレース大会（3月9日　大田市内）

質問動画

大田市議会公式
YouTubeチャンネル

大田市公式LINE

市有財産処分利活用検討委員会に
おいて払下げの方向性を確認

不動産の
無償譲渡の理由は

議 員 名 等

　議 案 名

議
決
結
果

反
対
等

：
賛

成

小
川
和
也

伊
藤
康
浩

柿
田
賢
次

清
水
　
好

宮
脇
康
郎

和
田
章
一
郎

根
冝
和
之

森
山
幸
太

胡
摩
田
弘
孝

石
田
洋
治

松
村
信
之

小
林
　
太

月
森
和
弘

塩
谷
裕
志

石
橋
秀
利

河
村
賢
治

議案第379号　大田市職員の勤務時間に関する条例の一部を改正
する条例制定について 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第380号　大田市職員の休日及び休暇に関する条例の一部を
改正する条例制定について 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第381号　大田市職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例制定について 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第382号　大田市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例制定について 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第383号　大田市地域包括支援センターの人員及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第384号　大田市指定地域密着型サービスの事業の人員、設
備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例制定
について

可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第385号　大田市指定地域密着型介護予防サービスの事業の
人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係
る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条
例の一部を改正する条例制定について

可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第386号　大田市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営
並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援
の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例制定につ
いて

可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第387号　大田市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営
に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例制定について 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第388号　大田市国民健康保険条例の一部を改正する条例制
定について 可決 14：1 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第389号　大田市企業立地奨励条例の一部を改正する条例制
定について 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第390号　大田市道の駅「ごいせ仁摩」の設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例制定について 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第391号　大田市移動等円滑化のために必要な特定公園施設
の設置に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定につい
て

可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第392号　大田市手数料条例の一部を改正する条例制定につ
いて 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第393号　大田市水道事業の布設工事監督者及び水道技術管
理者の資格基準等を定める条例の一部を改正する条例制定について 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第394号　大田市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正
する条例制定について 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第395号　大田市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に
関する条例の一部を改正する条例制定について 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第396号　大田市立図書館の設置及び管理に関する条例の一
部を改正する条例制定について 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第397号　大田市病院事業職員の給与の種類及び基準に関す
る条例の一部を改正する条例制定について 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第398号　大田市農機具保管施設の設置及び管理に関する条
例を廃止する条例制定について 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第399号　辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につ
いて 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第400号　市道路線の変更について 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第401号　調停の成立について 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第402号　令和6年度大田市一般会計補正予算（第9号） 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第403号　副市長の選任につき同意を求めることについて 同意 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

■議員提出議案
議案第404号　大田市議会の個人情報の保護に関する条例の一部
を改正する条例制定について 可決 15：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

※定数18名、うち議長（河村賢治）は採決に加わりません
※○は賛成、●は反対等（反対、継続審査、態度保留等々）　　
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（6）おおだ市議会だより（7） おおだ市議会だより 2025（令和7）年4月24日2025（令和7）年4月24日

いっぱん質問

市政に対する一般質問は、3月3日、4日に行われ、9人の議員が執行部の考えをただしました。
質問と答弁の要旨は次のとおりです。掲載する質問事項は1人1議題とし、その他の質問項目があった
場合は、質問項目のみを掲載しています（内容は、ホームページ（https://www.city.oda.lg.jp/）、
QRコードで閲覧できます）。今後、市議会に関する情報を大田市公式LINEで発信予定です。

▲第49回石東駅伝競走大会兼第9回石見銀山ロードレース大会（3月9日　大田市内）

質問動画

大田市議会公式
YouTubeチャンネル

大田市公式LINE

市有財産処分利活用検討委員会に
おいて払下げの方向性を確認

不動産の
無償譲渡の理由は

伊
い

藤
とう

康
やす

浩
ひろ
議員

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
を
議
会
に
上
程
し
、議
了
を
い
た

だ
き
、指
定
管
理
者
か
ら
払
下
げ
申
請
書

の
提
出
を
受
け
、払
下
げ
の
契
約
を
締
結
し

た
。

　
払
下
げ
の
金
額
は
、大
田
市
普
通
財
産
売

払
い
要
綱
に
よ

り
、仮
の
固
定

資
産
評
価
額
と

家
屋
解
体
経
費

を
差
し
引
い
た

額
に
所
有
権
移

転
登
記
な
ど
に

か
か
る
費
用
を

足
し
、算
出
を

し
て
い
る
。

伊
藤
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
特
別
支
援
学
級
へ
の
不
適
切
な
対
応

・
決
算
監
査
報
告
内
に
あ
っ
た
不
適
切

な
会
計
処
理

・
大
田
市
役
所
職
員
の
処
分

・
大
田
市
立
病
院
の
不
適
切
な
対
応

質
問
　
大
田
市
が
所
有
し
て
い
た
不

動
産
に
つ
い
て
︑売
買
で
は
な

く
︑大
田
市
に
1
円
も
入
ら
な
い
無
償
譲

渡
と
し
︑国
に
は
数
百
万
円
の
法
人
税
を

納
め
る
よ
う
な
大
田
市
に
利
益
の
な
い

処
理
を
行
っ
た
理
由
及
び
法
令
上
︑必
要

と
さ
れ
て
い
る
議
決
を
行
わ
な
か
っ
た
理

由
に
つ
い
て
問
う
︒

答
弁
　
公
共
施
設
適
正
化
の
観
点
か

ら
、当
該
施
設
の
指
定
管
理
を
受

け
て
い
た
事
業
者
に
対
し
、施
設
の
払
下
げ

に
つ
い
て
打
診
を
行
い
、市
有
財
産
処
分
利

活
用
検
討
委
員
会
に
お
い
て
払
下
げ
の
方

向
性
を
確
認
し
た
。

　
そ
の
後
、当
該
指
定
管
理
者
か
ら
施
設
の

払
下
げ
に
つ
い
て
了
承
を
得
て
、2
回
目
の

市
有
財
産
処
分
利
活
用
検
討
委
員
会
に
お

い
て
払
下
げ
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
、設
置
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市政のここが聞きたい いっぱん質問

（8）おおだ市議会だより（9） おおだ市議会だより 2025（令和7）年4月24日2025（令和7）年4月24日

施政方針は
公共施設適正化

及び
施設改修・修繕対策の進捗は

質問動画質問動画

質問動画質問動画

みんなが幸せに暮らせる
まちづくり

施設の状態等に応じ、予算
措置と安全対策を講じる

「大田市地域防災計画」は

防災知識の普及啓発、
防災教育の推進を図る

大田市日本遺産
推進協議会の取り組みは

日本遺産の魅力を発信するべく
事業に取り組んでいる

　
ま
た
、新
年
度
よ
り
官
民
連
携
に
よ
る
新

し
い
人
の
流
れ
づ
く
り
モ
デ
ル
構
築
事
業
に

も
取
り
組
む
。

②
定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
職
員
数
　

の
適
正
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、目
標
値

よ
り
27
人
少
な
い
状
況
。新
た
に
策
定
し
た

定
員
管
理
計
画
に
基
づ
き
、計
画
的
な
職
員

採
用
、定
年
延
長
や
再
任
用
な
ど
も
考
慮

し
、適
正
な
人
員
確
保
と
組
織
体
制
整
備
に

取
り
組
む
。

③
大
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、次
世
代
に
つ

な
ぐ
た
め
の
投
資
で
あ
り
、基
盤
整
備
で
あ

る
。市
民
、民
間
事
業
者
が
こ
の
基
盤
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、地
域
が
活
性
化
し
、

明
る
い
未
来
に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い

る
。

質
問
①
人
口
減
少
問
題

　
新
年
度
は﹁
人
の
流
れ
﹂﹁
住

居
対
策
の
構
築
﹂を
進
め
る
と
あ
る
が
︑

各
種
施
策
と
ど
の
様
に
連
携
さ
れ
︑総
合

的
に
取
り
組
む
の
か
伺
う
︒

②
人
材
確
保

　
市
内
企
業
だ
け
で
な
く
︑市
役
所
職
員

の
確
保
も
大
変
困
難
な
中
︑定
員
管
理

の
現
状
や
課
題
︑今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
︒

③
将
来
像

　
大
型
な
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
掛
け

て
行
く
中
で
︑10
年
後
の
目
指
す
将
来
像

を
伺
う
︒

答
弁
①
移
住
定
住
、雇
用
の
拡
大
、子
育

て
支
援
、教
育
環
境
の
充
実
な
ど
、

様
々
な
分
野
に
お
い
て
施
策
を
同
時
に
展
開

す
る
。

▲第2次大田市総合計画

清
し

水
みず

好
このむ
議員

松
まつ

村
むら

信
のぶ

之
ゆき
議員

な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
事
業
、説
明
す
る
た

め
の
看
板
設
置
や
、公
開
活
用
の
た
め
の
安

全
対
策
を
行
う
施
設
整
備
事
業
等
、目
的
別

に
4
つ
の
柱
を
掲
げ
、各
種
事
業
を
進
め
て

い
る
。

②
今
年
度
事
業
と
し
て
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム

E
X
P
O
や
、
日
本
遺
産
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
日
本
遺
産
の
日
P
R
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
参
加
、
P
R
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

質
問
　
火
山
を
テ
ー
マ
と
し
て
日
本

遺
産﹁
石
見
の
火
山
が
伝
え
る

悠
久
の
歴
史
﹂が
認
定
さ
れ
て
い
る
︒

　
し
か
し
︑市
民
の
認
知
度
は
6
割
に
も

満
た
ず
︑も
っ
と
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
︒

　
令
和
2
年
度
に
設
立
し
た
大
田
市
日

本
遺
産
推
進
協
議
会
に
つ
い
て
伺
う
︒

①
ど
の
よ
う
な
事
業
︑活
動
を
し
て
い
る

か②
令
和
6
年
度
は
︑ど
の
よ
う
な
事
業
を

行
っ
た
か

答
弁
①
事
業
に
つ
い
て
は
ガ
イ
ド
養
成

に
取
り
組
む
人
材
育
成
事
業
、日

本
遺
産
講
座
や
ツ
ア
ー
造
成
の
た
め
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、構
成
文
化
財
を
活
用
し
た
取

り
組
み
を
行
う
団
体
へ
の
支
援
を
行
う
普
及

啓
発
事
業
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

▶
鬼
村
の
鬼
岩
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市政のここが聞きたい いっぱん質問

（8）おおだ市議会だより（9） おおだ市議会だより 2025（令和7）年4月24日2025（令和7）年4月24日

施政方針は
公共施設適正化

及び
施設改修・修繕対策の進捗は

質問動画質問動画

質問動画質問動画

みんなが幸せに暮らせる
まちづくり

施設の状態等に応じ、予算
措置と安全対策を講じる

「大田市地域防災計画」は

防災知識の普及啓発、
防災教育の推進を図る

大田市日本遺産
推進協議会の取り組みは

日本遺産の魅力を発信するべく
事業に取り組んでいる

発
災
当
初
は
公
助
に
お
け
る
対
応
に
は
限

り
が
あ
り
、自
助
、共
助
が
で
き
る
人
づ
く

り
の
対
策
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、引
き

続
き
、自
治
会
な
ど
へ
の
防
災
研
修
会
に
お

い
て
市
民
の
防
災
意
識
高
揚
を
は
か
る
こ
と

や
関
係
機
関
と
の
協
力
を
推
進
す
る
。

②
現
在
、自
主
防
災
組
織
は
、設
置
届
を
提

出
し
た
団
体
と
、自
治
会
等
で
自
主
的
に
活

動
を
展
開
し
て
い
る
団
体
を
合
わ
せ
79
団

体
が
活
動
し
て
い
る
。災
害
発
生
時
は
、人

命
を
守
る
た
め
、ま
ず
は
迅
速
な
避
難
が

必
要
不
可
欠
と
な
り
、そ
の
対
応
を
共
助
と

し
て
担
っ
て
い
る
の
が
自
主
防
災
組
織
で
あ

る
。育
成
、強
化
が
重
要
で
あ
る
こ
と
や
既

存
の
組
織
の
高
齢
化
、担
い
手
不
足
な
ど
が

あ
り
、支
援

の
在
り
方
に

つ
い
て
も
工

夫
す
る
必

要
が
あ
る
。

今
後
も
国
や

県
、各
種
協

定
先
と
連
携

す
る
。

利
用
を
廃
止
し
た
施
設
も
あ
り
、こ
う
し
た

施
設
を
含
め
る
と
合
計
90
施
設
、12・77
％

の
削
減
率
と
な
る
。

　
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、今
あ
る
課
題

を
踏
ま
え
、公
共
施
設
の
必
要
性
の
検
証
と

効
率
的
な
配
置
を
目
指
し
、削
減
率
の
算
出

方
法
の
再
検
討
や
見
直
し
を
行
う
。

　
令
和
5
年
度
に
、大
田
市
公
共
施
設
改
修

及
び
修
繕
対
策
優
先
度
判
定
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、施
設
の
状
態
等
に
応
じ
、優
先
度

判
定
を
行
い
、必
要
な
予
算
措
置
と
安
全
対

策
を
講
じ
て
い
る
。

柿
かき

田
だ

賢
けん

次
じ

議員
　
ま
た
、新
年
度
よ
り
官
民
連
携
に
よ
る
新

し
い
人
の
流
れ
づ
く
り
モ
デ
ル
構
築
事
業
に

も
取
り
組
む
。

②
定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
職
員
数
　

の
適
正
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、目
標
値

よ
り
27
人
少
な
い
状
況
。新
た
に
策
定
し
た

定
員
管
理
計
画
に
基
づ
き
、計
画
的
な
職
員

採
用
、定
年
延
長
や
再
任
用
な
ど
も
考
慮

し
、適
正
な
人
員
確
保
と
組
織
体
制
整
備
に

取
り
組
む
。

③
大
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、次
世
代
に
つ

な
ぐ
た
め
の
投
資
で
あ
り
、基
盤
整
備
で
あ

る
。市
民
、民
間
事
業
者
が
こ
の
基
盤
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、地
域
が
活
性
化
し
、

明
る
い
未
来
に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い

る
。

質
問
　
公
共
施
設
適
正
化
計
画
に
基

づ
き
︑公
共
施
設
の
総
延
床
面

積
30
％
以
上
削
減
目
標
を
掲
げ
︑

2
0
1
6
年
か
ら
2
0
4
5
年
を
5
期

間
に
分
け
計
画
さ
れ
て
い
る
が
︑進
ん
で

い
な
い
状
況
で
あ
る
︒

　
ま
た
︑来
年
度
ま
で
の
3
年
間
︑緊
急

性
の
高
い
公
共
施
設
を
優
先
的
に
行
う

改
修・修
繕
事
業
に
つ
い
て
伺
う
︒

①
公
共
施
設
適
正
化
計
画
の
進
捗
状
況

及
び
今
後
の
取
り
組
み

②
公
共
施
設
改
修
及
び
修
繕
対
策
事
業

に
つ
い
て

答
弁
　
令
和
6
年
度
末
の
削
減
目
標
は

12
％
で
あ
る
の
に
対
し
、施
設
の
解

体
や
民
間
へ
の
移
管
等
に
よ
り
、合
計
58
施

設
、2
万
2
，2
5
5
㎡
、8・55
％
の
削
減

率
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。実
際
に
は
既
に

質
問
　
当
市
で
は
︑市
民
の
生
命
︑身

体
及
び
財
産
を
守
る
た
め
︑大

田
市
に
お
け
る
災
害
防
止
や
被
害
軽
減
︑

災
害
復
旧
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基

本
的
事
項
を
︑総
合
的
に
定
め
る﹁
大
田

市
地
域
防
災
計
画
﹂を
策
定
し
て
い
る

が
︑①
防
災
上
の
課
題
や
考
え
方
②
防

災
意
識
の
普
及・啓
発
に
つ
い
て
伺
う
︒

答
弁
①
大
田
市
地
域
防
災
計
画
は
、人

命
最
優
先
で
防
災・減
災
対
策
を
行

う
方
針
と
し
て
い
る
。計
画
の
推
進
に
つ
い

て
は
、初
動
体
制
の
確
立
、生
命
の
確
保
、安

全
の
確
保
、生
活
の
安
定
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
対
策
、こ
の
5
点
を
最
重
要
災
害
対
策
項

目
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。中
で
も
災
害
予
防

対
策
を
重
点
に
置
き
、大
田
市
で
想
定
さ
れ

る
災
害
及
び
こ
れ
ま
で
に
発
生
し
た
災
害
を

教
訓
に
対
策
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。特
に

▲ 島根県西部地震被害による修繕　
の様子

胡
ご

摩
ま

田
だ

弘
ひろ

孝
たか

議員

▲労働福祉会館解体の様子

な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
事
業
、説
明
す
る
た

め
の
看
板
設
置
や
、公
開
活
用
の
た
め
の
安

全
対
策
を
行
う
施
設
整
備
事
業
等
、目
的
別

に
4
つ
の
柱
を
掲
げ
、各
種
事
業
を
進
め
て

い
る
。

②
今
年
度
事
業
と
し
て
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム

E
X
P
O
や
、
日
本
遺
産
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
日
本
遺
産
の
日
P
R
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
参
加
、
P
R
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
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市政のここが聞きたい いっぱん質問

（10）おおだ市議会だより（11）おおだ市議会だより 2025（令和7）年4月24日2025（令和7）年4月24日

質問動画質問動画

質問動画質問動画

防犯まちづくりの
取り組みは

大田市防犯協力会や警察と
協議しながら実施する

子ども達への対応は

環境の充実につなげる

地域での暮らしを支える
訪問介護への支援を

訪問介護サービス確保対策
事業を実施している

職員の賃金カットは、
正当性がない

新庁舎建設のための基金として
積み立てたい

1
7
0
名
が
登
録
、車
両
1
5
0
台
が
認
可

さ
れ
て
い
る
。各
地
域
で
は
、歳
末
警
戒
や

登
下
校
時
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
、立
哨
で
の

見
守
り
活
動
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

②
設
置
費
用
が
高
額
で
、設
置
後
の
維
持
費

の
負
担
も
あ
り
、補
助
金
制
度
の
創
設
は
難

し
い
が
、設
置
手
続
き
や
設
置
場
所
な
ど
の

相
談
に
は
対
応
し
て
い
き
た
い
。

③
少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
が
進
む
中
で
、

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
確
保
が
課
題
で

あ
る
。大
田
市
生
活
安
全
条
例
に
基
づ
く
取

り
組
み
を
継
続
し
、警
察
と
も
連
携
し
て
、

犯
罪
抑
止
に
つ
な
が
る
有
効
な
情
報
を
市

民
に
発
信
し
て
い
く
。

石
田
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
端
末
の
更
新

定
事
業
所
加
算
の
取
得
状
況
な
ど
が
影
響

す
る
が
、訪
問
介
護
事
業
単
体
で
見
る
と
、

ほ
と
ん
ど
の
事
業
所
が
前
年
と
比
較
し
、減

収
と
聞
い
て
い
る
。

②
訪
問
介
護
事
業
所
の
実
態
を
適
切
に
把

握
す
る
と
と
も
に
、交
通
費
な
ど
の
移
動
に

か
か
る
コ
ス
ト
を
適
正
に
評
価
す
る
よ
う
、

市
長
会
を
通
じ
て
国
に
要
望
し
て
い
く
。

③
現
在
、訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
確
保
対
策
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、令
和
7
年
度
よ
り
こ

の
事
業
を
拡
充
し
、1
件
当
た
り
の
補
助
単

価
を
8
0
0
円
に
増
額
す
る
予
定
で
あ
る
。

質
問
　
全
国
的
に
は
︑凶
悪
な
強
盗

事
件
な
ど
が
相
次
ぎ
︑住
民
生

活
を
守
る
防
犯
対
策
に
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
︒し
か
し
︑防
犯
活
動
の
担
い
手
不

足
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
︑そ
の
対
策
と

し
て
は
︑防
犯
の
抑
止
力
に
つ
な
が
る
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
効
果
的
と
考
え
る
︒

以
下
3
点
に
つ
い
て
伺
う
︒

①
防
犯
カ
メ
ラ
の
市
内
設
置
状
況
及
び

青
パ
ト
隊
等
地
域
の
取
り
組
み
状
況

②
自
治
会
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
支

援③
今
後
の
大
田
市
の
防
犯
対
策
︑防
犯

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

答
弁
①
大
田
警
察
署
沿
岸
協
力
会
、防

犯
協
力
会
、大
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
か
ら
寄
贈
を
受
け
、市
内
59
か
所
で
70
台

を
設
置
し
て
い
る
。青
パ
ト
隊
は
、17
団
体

石
いし

田
だ

洋
よう

治
じ
議員

質
問
　
昨
年
4
月
か
ら
訪
問
介
護
の

基
本
報
酬
が
引
き
下
げ
ら
れ

た
︒こ
れ
を
う
け
︑報
酬
引
き
下
げ
撤
回

と
国
庫
負
担
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
請

願
が
出
さ
れ
︑県
議
会
や
県
下
12
市
町

村
で
採
択
さ
れ
︑意
見
書
が
提
出
さ
れ

た
︒以
下
に
つ
い
て
伺
う
︒

①
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
が
市
内
事
業

所
に
与
え
て
い
る
影
響

②
国
に
対
し
︑基
本
報
酬
を
元
に
戻
す
よ

う
働
き
か
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
︑そ
の

所
見

③
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
守
る
た
め
の

施
策
を
充
実
す
べ
き
と
考
え
る
が
︑そ
の

所
見

答
弁
①
基
本
報
酬
の
引
下
げ
に
よ
る
影

響
に
つ
い
て
は
、サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
数
等
変
動
の
要
素
や
事
業
所
に
よ
る
特

宮
みや

脇
わき

康
やす

郎
ろう
議員

▶
市
内
小
学
校
付
近
の
防
犯
カ
メ
ラ

おおだ議会だより79-p05-p15.indd   10おおだ議会だより79-p05-p15.indd   10 2025/04/09   13:482025/04/09   13:48



市政のここが聞きたい いっぱん質問

（10）おおだ市議会だより（11）おおだ市議会だより 2025（令和7）年4月24日2025（令和7）年4月24日

質問動画質問動画

質問動画質問動画

防犯まちづくりの
取り組みは

大田市防犯協力会や警察と
協議しながら実施する

子ども達への対応は

環境の充実につなげる

地域での暮らしを支える
訪問介護への支援を

訪問介護サービス確保対策
事業を実施している

職員の賃金カットは、
正当性がない

新庁舎建設のための基金として
積み立てたい

1
7
0
名
が
登
録
、車
両
1
5
0
台
が
認
可

さ
れ
て
い
る
。各
地
域
で
は
、歳
末
警
戒
や

登
下
校
時
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
、立
哨
で
の

見
守
り
活
動
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

②
設
置
費
用
が
高
額
で
、設
置
後
の
維
持
費

の
負
担
も
あ
り
、補
助
金
制
度
の
創
設
は
難

し
い
が
、設
置
手
続
き
や
設
置
場
所
な
ど
の

相
談
に
は
対
応
し
て
い
き
た
い
。

③
少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
が
進
む
中
で
、

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
確
保
が
課
題
で

あ
る
。大
田
市
生
活
安
全
条
例
に
基
づ
く
取

り
組
み
を
継
続
し
、警
察
と
も
連
携
し
て
、

犯
罪
抑
止
に
つ
な
が
る
有
効
な
情
報
を
市

民
に
発
信
し
て
い
く
。

石
田
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
端
末
の
更
新

れ
た
こ
と
で
、私
立
施
設
に
お
い
て
は
運
営

費
が
増
加
す
る
た
め
、教
育・保
育
施
設
の

受
け
入
れ
環
境
の
充
実
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

②
保
育
施
設
等
の
運
営
費
の
基
準
で
あ
る

公
定
価
格
に
お
け
る
加
算
項
目
と
し
て
、療

育
支
援
加
算
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
大
田

市
独
自
の
認
定
基
準
は
設
け
て
い
な
い
。ま

た
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、障

害
者
手
帳
等
を
所
持
し
て
い
な
い
場
合
で

も
、医
師
、児
童
相
談
所
等
の
公
的
機
関
の

意
見
等
に
よ
り
、同
等
の
障
が
い
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
児
童
が
加
配
の
対
象
と
さ
れ

て
い
る
。当
市

に
お
い
て
、特

別
支
援
学
級

に
在
席
し
て
い

る
場
合
は
、対

象
児
童
と
し
て

認
定
す
る
よ
う

に
運
用
し
て
い

る
。

※
加
配
と
は
、通
常
の
職
員
数
に
加
え
て
担

当
者
を
配
置
す
る
こ
と

根
ね

冝
ぎ

和
かず

之
ゆき
議員

質
問
①
国
は
保
育
士
の
配
置
基
準
を

76
年
ぶ
り
に
見
直
し
︑質
の
高

い
保
育
の
実
現
を
図
っ
て
い
く
と
し
て
い

る
︒そ
こ
で
︑保
育
士
の
配
置
状
況
と
質

の
向
上
に
つ
い
て
伺
う
︒

②
発
達
障
が
い
と
診
断
さ
れ
る
子
ど
も

が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
が
︑確
定
に
至

ら
な
い
子
ど
も
へ
の
加
配
（※）
認
定
は
非
常

に
難
し
い
︒国
は
各
自
治
体
の
判
断
に
よ

り
可
能
と
し
て
い
る
が
︑市
の
認
定
基
準

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
︒

答
弁
①
公
立
の
施
設
の
職
員
配
置
は
、

今
回
の
見
直
し
前
か
ら
配
置
基
準

を
満
た
し
て
お
り
、私
立
施
設
に
つ
い
て
も
、

３
歳
以
上
の
受
け
入
れ
の
あ
る
全
て
の
施
設

が
今
回
の
見
直
し
さ
れ
た
職
員
配
置
を
上

回
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。今
回
の
見

直
し
に
よ
っ
て
職
員
配
置
の
加
算
が
増
額
さ

和
わ

田
だ

章
しょう

一
いち

郎
ろう
議員

況
が
あ
り
、新
庁
舎
建
設
の
基
金
と
し
て
積

み
立
て
た
い
と
考
え
て
い
る
。職
員
の
離
職

な
ど
、一
定
の
影
響
は
生
じ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。し
か
し
、市
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
を

与
え
な
い
よ
う
、引
き
続
き
職
場
環
境
の
整

備
や
人
員
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
市
民
負
担
に
つ
い
て
は
、人
口
減
少
が
進

ん
で
い
る
状
況
で
も
、一
定
程
度
の
経
費
は

掛
か
り
、公
共
料
金
も
高
く
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
実
態
が
あ
る
た
め
、ご
理
解
、ご
協
力

を
頂
き
た
い
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、貴
重
な
自
主
財
源
の

一
つ
で
あ
り
、返
礼
品
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

で
寄
附
額
を
増
や
し
、何
度
で
も
寄
附
を
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
状
況
を
つ
く
り
た

い
。返
礼
品
提
供
事
業
者
の
増
加
や
種
類
の

確
保
、ま
た
、様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
て
P
R
を

行
う
こ
と
で
、認
知
度
の
向
上
や
官
民
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
努
め
た
い
。

和
田
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
「
九
条
の
碑
・
大
田
」
建
立
に
係
る

行
政
財
産
の
使
用

・
大
田
市
内
に
お
け
る
書
店
撤
退
後
の

取
り
組
み

質
問
　
新
庁
舎
建
設
基
金
の
上
乗
せ

財
源
を
目
的
と
す
る﹁
職
員
の

賃
金
カ
ッ
ト
﹂は
︑全
国
で
も
例
を
見
な

い
愚
策
で
あ
る
︒そ
こ
ま
で
大
田
市
は
窮

し
て
い
る
の
か
と
︑全
国
に
汚
名
を
残
し

て
し
ま
っ
た
︒

　
人
口
の
減
少
に
よ
り
公
共
料
金
等
が

上
が
り
︑市
民
負
担
が
大
き
く
な
る
の
で

は
と
︑そ
れ
で
な
く
て
も
市
民
は
心
配
し

て
い
る
︒定
住
対
策
な
ど
に
も
マ
イ
ナ
ス

の
影
響
は
大
き
い
と
危
惧
す
る
︒

　
低
迷
す
る
ふ
る
さ
と
納
税
の
増
額
推

進
を
︑市
長
が
先
頭
に
立
っ
て
旗
振
り
す

る
な
ど
の
努
力
に
よ
っ
て
︑市
財
政
を
改

善
す
る
こ
と
こ
そ
︑今
︑求
め
ら
れ
て
い

る
と
考
え
る
が
︑所
見
を
伺
う
︒

答
弁
　
職
員
給
与
削
減
に
つ
い
て
は
、苦

渋
の
選
択
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

▲保育園の様子
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2025（令和7）年4月24日 （12）おおだ市議会だより2025（令和7）年4月24日（13）おおだ市議会だより

民生委員会民生委員会
（健康福祉部・環境生活部・市立病院）

◎森山　幸太　○月森　和弘◎森山　幸太　○月森　和弘

常任委員会報告

産業建設委員会
（産業振興部・建設部・上下水道部・農業委員会）

◎根冝　和之　○塩谷　裕志

総務教育委員会総務教育委員会
（政策企画部・総務部・消防部・出納室・教育委員会・他の委員会に属さない事項）

◎胡摩田弘孝　○伊藤　康浩◎胡摩田弘孝　○伊藤　康浩

・令和7年度一般会計予算、その他議案13件については、原案どおり可決、条例１件が否決されました。

付託案件の主な審査内容
◎委員長　　○副委員長常任委員会報告

答
問

意見

公共施設緊急補修・修繕対策事業（建築営繕課）
市有建築物等の緊急点検による危険個所の緊急補修・修繕対策を実施
新たに修繕が必要となったものは、今後はどのような流れで予算計上するのか。
所管課が判断し、予算計上する。
今後は問題が発生して対応する形に戻る可能性がある。一括して取り
まとめるなど、優先順位を協議する体制について検討してほしい。

道路維持事業（土木課）
市道の維持管理に係る経費（舗装補修、維持工事、除草ほか）
地元要望に対して、どの程度対応できているのか。
8～9割は対応している。残り1割は大きな予算を組む必要があり、応急処置をしながら対応を検討している。
住民の理解と協力を得て体制などを見直し、コストも抑えながら要望に応える方法がないか検討してほ
しい。

令和 7年度大田市水道事業会計予算（水道課）
補填財源について、今後の見通しはどうか。
令和8年度以降は枯渇していく状況であり、料金改定をしないと運営できない。
水道料金の改定について、市民に理解してもらえるよう情報公開や周知に努めてほしい。

・一般会計補正予算　その他議案16件について、いずれも原案どおり可決されました。

答
問

意見

答
問

意見

答
問

意見

予防接種事業（健康増進課）
感染症の社会的まん延予防及び個人の重篤化予防のため、定期予防接種を医療機関委託による個別接種で実施
帯状疱疹についての周知はいかがか。
対象の方には個人通知する。近隣の出雲、江津の医療機関でも受けられる体制は整える予定。

省エネ家電買換支援事業（環境政策課）
一般家庭の経費負担を軽減し、二酸化炭素排出量削減を推進するため、省エネ家電製品（エアコン・冷蔵庫）の買
換えに対し、補助金を交付
大型電気店もあるが、まちの電気屋で購入する仕組みはできないか。
市内店舗で購入した新品のものに限定しており、まちの電気屋の購入
促進も盛り込みながら周知を検討する。

自然環境保全事業（環境政策課）
三瓶山公園施設や中国自然歩道などの管理経費
男三瓶山頂トイレについて、使用回数の制限はあるか。
回数制限はない。年間2万人程度が利用できる処理槽を設けている。

・令和7年度一般会計予算、その他議案19件について、いずれも原案どおり可決されました。

答
問

答
問

答
問

大田市長、副市長及び教育長の給与の特例に関する条例制定（人事課）
新庁舎建設に係る財源確保に向け、令和7年4月1日からの5年間、市長の給料
月額を20％、副市長の給料月額を15％、教育長の給料月額を10％減額
（現市長が引き続き在職する場合、同年10月29日まで30％減額）

大田市職員の給与の特例に関する条例制定（人事課）
【賛成少数で否決】
新庁舎建設に係る財源確保に向け、令和7年4月1日からの5年間、行政職給料
表の適用を受ける職員の給料月額を2～7％減額
新庁舎建設に向けた基金の積み立ての内容はいかがか。
土地開発基金からの積み替え分9,000万円、給与の減額1億円（特別職450万円、職員5,000万円、会計年度
任用職員4,500万円）、島根県住宅供給公社より賃貸住宅の建設負担金の余剰金1,200万円を積み立てる。
・賃金カットではなく、国や県の施設、空き家等を活用するなど、身の丈に合った庁舎を検討すべき。　
・給料アップが叫ばれる中で時代に逆行している。給与が下がれば、優秀な人材が流失することになる。
・厳しい財政状況を考慮し、労使間で交渉され妥結して示されたものであり、議員は受け止めて採決する
べき。
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2025（令和7）年4月24日 （12）おおだ市議会だより2025（令和7）年4月24日（13）おおだ市議会だより

民生委員会
（健康福祉部・環境生活部・市立病院）

◎森山　幸太　○月森　和弘

常任委員会報告

産業建設委員会産業建設委員会
（産業振興部・建設部・上下水道部・農業委員会）

◎根冝　和之　○塩谷　裕志◎根冝　和之　○塩谷　裕志

総務教育委員会
（政策企画部・総務部・消防部・出納室・教育委員会・他の委員会に属さない事項）

◎胡摩田弘孝　○伊藤　康浩

・令和7年度一般会計予算、その他議案13件については、原案どおり可決、条例１件が否決されました。

付託案件の主な審査内容
◎委員長　　○副委員長常任委員会報告

答
問

意見

公共施設緊急補修・修繕対策事業（建築営繕課）
市有建築物等の緊急点検による危険個所の緊急補修・修繕対策を実施

新たに修繕が必要となったものは、今後はどのような流れで予算計上するのか。
所管課が判断し、予算計上する。
今後は問題が発生して対応する形に戻る可能性がある。一括して取り
まとめるなど、優先順位を協議する体制について検討してほしい。

道路維持事業（土木課）
市道の維持管理に係る経費（舗装補修、維持工事、除草ほか）

地元要望に対して、どの程度対応できているのか。
8～9割は対応している。残り1割は大きな予算を組む必要があり、応急処置をしながら対応を検討している。
住民の理解と協力を得て体制などを見直し、コストも抑えながら要望に応える方法がないか検討してほ
しい。

令和 7年度大田市水道事業会計予算（水道課）
補填財源について、今後の見通しはどうか。
令和8年度以降は枯渇していく状況であり、料金改定をしないと運営できない。
水道料金の改定について、市民に理解してもらえるよう情報公開や周知に努めてほしい。

・一般会計補正予算　その他議案16件について、いずれも原案どおり可決されました。

答
問

意見

答
問

意見

答
問

意見

予防接種事業（健康増進課）
感染症の社会的まん延予防及び個人の重篤化予防のため、定期予防接種を医療機関委託による個別接種で実施
帯状疱疹についての周知はいかがか。
対象の方には個人通知する。近隣の出雲、江津の医療機関でも受けられる体制は整える予定。

省エネ家電買換支援事業（環境政策課）
一般家庭の経費負担を軽減し、二酸化炭素排出量削減を推進するため、省エネ家電製品（エアコン・冷蔵庫）の買
換えに対し、補助金を交付
大型電気店もあるが、まちの電気屋で購入する仕組みはできないか。
市内店舗で購入した新品のものに限定しており、まちの電気屋の購入
促進も盛り込みながら周知を検討する。

自然環境保全事業（環境政策課）
三瓶山公園施設や中国自然歩道などの管理経費
男三瓶山頂トイレについて、使用回数の制限はあるか。
回数制限はない。年間2万人程度が利用できる処理槽を設けている。

・令和7年度一般会計予算、その他議案19件について、いずれも原案どおり可決されました。

答
問

答
問

答
問

大田市長、副市長及び教育長の給与の特例に関する条例制定（人事課）
新庁舎建設に係る財源確保に向け、令和7年4月1日からの5年間、市長の給料
月額を20％、副市長の給料月額を15％、教育長の給料月額を10％減額
（現市長が引き続き在職する場合、同年10月29日まで30％減額）

大田市職員の給与の特例に関する条例制定（人事課）
【賛成少数で否決】
新庁舎建設に係る財源確保に向け、令和7年4月1日からの5年間、行政職給料
表の適用を受ける職員の給料月額を2～7％減額
新庁舎建設に向けた基金の積み立ての内容はいかがか。
土地開発基金からの積み替え分9,000万円、給与の減額1億円（特別職450万円、職員5,000万円、会計年度
任用職員4,500万円）、島根県住宅供給公社より賃貸住宅の建設負担金の余剰金1,200万円を積み立てる。
・賃金カットではなく、国や県の施設、空き家等を活用するなど、身の丈に合った庁舎を検討すべき。　
・給料アップが叫ばれる中で時代に逆行している。給与が下がれば、優秀な人材が流失することになる。
・厳しい財政状況を考慮し、労使間で交渉され妥結して示されたものであり、議員は受け止めて採決する
べき。

委
員
長

　石
田

　洋
治

　
新
庁
舎
整
備
基
本
設
計
に
係
る
議
会
関

係
検
討
事
項
に
つ
い
て
、
建
設
部
長
・

建
築
営
繕
課
長
他
担
当
職
員
が
出
席
の
も

と
、
委
員
会
を
開
催
し
た
。

新
庁
舎
整
備
基
本
設
計
に
係
る
議
会

関
係
検
討
事
項

問
物
価
上
昇
は
あ
る
と
思
う
が
、
加
味

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
81
億
円
の
単
価
に
つ
い
て
、
実
勢
価

格
で
は
な
く
、
他
の
似
た
よ
う
な
庁
舎
建

設
の
単
価
64
万
円
を
参
考
に
、
上
昇
を
見

込
ん
で
75
万
円
と
し
て
い
る
。

問
建
物
は
分
散
方
式
で
い
く
の
か
。

答
現
庁
舎
に
残
る
課
は
な
い
が
、
現

在
、
市
が
所
有
し
て
い
る
施
設
に
入
れ
る

部
署
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
入
る
。
そ
う
い

う
意
味
で
の
分
庁
舎
方
式
と
考
え
て
い

る
。問

職
員
一
人
当
た
り
何
㎡
と
し
て
計
算

し
て
い
る
の
か
。
人
口
減
に
見
合
っ
た
職

員
数
の
減
が
可
能
な
の
か
。

答
計
画
段
階
で
は
、
基
本
計
画
に
明
記

し
て
あ
る
3
9
0
名
で
計
算
し
て
い
る
。

A
B
W
（※）
や
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
、
電
子
化

と
い
う
事
で
一
人
当
た
り
5.8
㎡
と
し
た
。

　
検
討
段
階
で
は
あ
る
が
、
分
庁
舎
に
す

る
こ
と
で
、
本
庁
舎
に
入
ら
な
い
職
員

数
を
差
し
引
く
と
3
3
0
名
ぐ
ら
い
に
な

る
。
削
減
と
い
う
事
で
は
な
く
、
分
散
配

置
に
よ
る
機
能
維
持
と
い
う
事
を
考
え
て

い
る
。

問
財
源
確
保
に
つ
い
て
、
今
の
制
度
が

延
長
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
で
、
国
か
ら
の

緊
急
防
災
減
災
事
業
債
と
脱
炭
素
債
併
せ

て
、
充
当
で
き
る
金
額
は
ど
れ
く
ら
い
を

見
込
ん
で
い
る
の
か
。

答
概
算
だ
が
、
庁
舎
で
は
4
0
0
〜

1
2
0
0
㎡
が
対
象
に
な
る
。
駐
車
場
で

は
、
1
〜
2
階
の
2
2
0
0
㎡
が
対
象
と

な
る
。
そ
れ
が
緊
急
防
災
減
災
事
業
債
の

条
件
に
当
て
は
め
る
と
、
庁
舎
は
2
〜

6
億
円
が
対
象
。
駐
車
場
は
約
1.7
億
円
と

い
う
試
算
を
し
て
い
る
。

意
見

・
い
か
に
安
く
効
率
的
な
も
の
、
現
在
あ

る
も
の
を
利
用
す
る
か
が
大
事
。

・
議
場
の
モ
ニ
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
検
討

す
べ
き
。

・
市
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

市
民
が
分
か
り
や
す
く
参
加
し
や
す
い
説

明
会
に
取
り
組
む
べ
き
。

※
A
B
W
と
は
、
目
的
や
業
務
内
容
に
合

わ
せ
て
、
自
由
に
働
く
場
所
や
時
間
を
選

択
で
き
る
働
き
方
の
こ
と
。

﹇
12
月
17
日
、1
月
28
日
開
催
﹈

新
庁
舎
建
設
調
査
検
討

　特別
委
員
長
中
間
報
告
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常
任
委
員
会
視
察
報
告

常
任
委
員
会
視
察
報
告

委
員
長

　小
林

　太

オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
伴
う
条
例
・
規
則

等
の
改
正

　
全
国
市
議
会
議
長
会
の
標
準
委
員
会
条

例
と
標
準
会
議
規
則
を
ベ
ー
ス
に
、
大
田

市
版
と
し
て
文
言
を
追
加
し
た
資
料
を
基

に
議
論
を
進
め
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
の
「
現
に
い
る
場

所
」
に
つ
い
て
、
本
人
確
認
は
現
時
点
で

は
信
用
す
る
事
で
良
い
。

　
ま
た
、
秘
密
会
や
傍
聴
人
に
関
し
て

は
、
注
意
事
項
で
「
現
に
い
る
場
所
に
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
出
席
者
等
以
外
の
者
を
入

れ
な
い
よ
う
努
め
る
事
」
と
あ
り
、
こ
れ

を
遵
守
す
る
。
対
策
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
出
席
委
員
の
提
出
義
務
で
あ
る
申

請
書
の
下
の
欄
に
、
現
に
い
る
場
所
で
の

注
意
事
項
を
追
加
す
る
。

議
会
活
動
広
報

　
ぎ
ん
ざ
ん
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
へ
の

追
加
は
、
想
定
以
上
の
費
用
が
か
か
る
た

め
、
無
料
で
投
稿
出
来
る
「
お
知
ら
せ
ひ

ろ
ば
」
を
活
用
す
る
。

L
I
N
E
は
、
大
田
市
の
ア
カ
ウ
ン
ト

を
活
用
す
る
。

﹇
12
月
24
日
、1
月
17
日
開
催
﹈

議
会
活
性
化
検
討

　特別
委
員
長
中
間
報
告

　
議
会
日
程
や
一
般
質
問
の
一
覧
表
、
議

会
だ
よ
り
、
議
会
報
告
会
の
案
内
な
ど
が

想
定
さ
れ
る
。
広
報
お
お
だ
、
議
会
だ
よ

り
な
ど
に
Q
R
コ
ー
ド
を
貼
り
付
け
る
な

ど
、
ア
カ
ウ
ン
ト
数
を
増
や
す
努
力
を
す

る
。常

任
委
員
会
等
の
在
り
方

　
将
来
を
見
据
え
、
2
委
員
会
制
も
検
討

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
2
月
18
日

に
江
津
市
議
会
へ
視
察
し
た
。

各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
会

　
大
田
市
青
年
協
議
会
と
調
整
中
で
あ

る
。政

務
活
動
費

　
按
分
率
に
つ
い
て
、
個
々
の
議
員
が
状

況
に
併
せ
て
按
分
し
て
お
り
、
正
当
性
が

あ
れ
ば
問
題
な
い
た
め
、
一
律
に
決
め
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
増
額
す
る
べ
き
と
い
う
意
見

も
多
く
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
根
拠
が

必
要
で
あ
る
。
現
在
は
12
万
円
に
達
す
れ

ば
、
そ
れ
以
上
を
報
告
し
な
い
議
員
が
多

い
が
、
7
年
度
分
か
ら
は
総
額
を
報
告

し
、
実
態
の
把
握
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か

と
い
う
意
見
あ
り
。

会
派
制

　
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
引
き
続
き

調
査
研
究
す
る
。

新
庁
舎
に
移
っ
た
時
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
考
え
て
い
る
。

問
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
人
員
配
置
は

ど
う
か
。

答
来
年
度
か
ら
新
た
に
部
署
を
設
置
予

定
。問

退
職
者
が
多
い
が
、
理
由
に
つ
い
て

原
因
究
明
し
て
い
る
の
か
。

答
近
年
、
若
手
・
中
堅
職
員
の
退
職
が

多
い
。
家
庭
の
事
情
や
体
調
不
良
、
業
務

の
適
正
な
ど
理
由
は
様
々
だ
が
、
相
談
し

づ
ら
い
、
職
員
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
不
足
に

よ
る
業
務
負
担
の
増
加
と
い
う
理
由
も
あ

る
。
ま
ず
は
日
常
的
な
声
掛
け
や
、
各
職

場
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と

が
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

問
採
用
確
保
の
た
め
の
方
策
は
、
職
員

の
相
談
先
は
あ
る
か
。

答
第
1
回
の
職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て
、

島
根
県
、
松
江
市
、
出
雲
市
と
試
験
日
を

ず
ら
し
た
と
こ
ろ
、
受
験
者
・
採
用
者
と

も
に
増
加
し
た
。
技
師
の
確
保
の
た
め

に
、
今
年
度
か
ら
通
年
募
集
、
中
途
採
用

を
行
い
、
2
名
の
採
用
に
つ
な
が
っ
た
。

　
職
員
の
相
談
先
は
、
人
事
課
が
窓
口
。

保
健
師
を
配
置
し
、
外
部
の
臨
床
心
理
士

に
も
相
談
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

問
賃
金
カ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
職
員
の
意

欲
低
下
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
苦
渋
の
決
断
を
し
、
職
員
に
お
願
い

し
た
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
職
員
組
合
と

協
議
し
て
合
意
済
み
で
あ
り
、
3
月
議
会

に
お
い
て
示
し
た
い
。

委
員
長

　松
村

　信
之

　
副
市
長
、
総
務
部
長
・
担
当
課
長
が
出

席
の
も
と
、
委
員
会
を
開
催
し
た
。

大
田
市
定
員
管
理
計
画

問
定
員
削
減
に
努
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。答

非
常
に
業
務
は
増
え
て
い
る
。
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
は
大
事
な
こ
と
で
あ

り
、
行
政
改
革
に
は
常
々
取
り
組
ん
で
い

る
。問

計
画
で
示
さ
れ
た
職
員
数
や
人
件
費

は
適
切
か
。

答
限
ら
れ
た
財
源
、
人
員
の
中
で
効
率

的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
市

民
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
事
業
か
を
、
職

員
一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
協
議
を
し
て
い

く
な
ど
し
て
業
務
に
当
た
る
。
優
先
度
を

議
論
し
な
が
ら
、
業
務
削
減
を
図
り
た

い
。問

デ
ジ
タ
ル
化
で
人
員
削
減
で
き
る
の

か
。答

デ
ジ
タ
ル
化
の
目
的
は
、
市
民
の
利

便
性
向
上
と
、
職
員
の
負
担
軽
減
に
な
る

こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
書
か
な
い
窓
口
、

来
な
く
て
も
い
い
窓
口
を
進
め
る
た
め
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
っ
て
い
る
。

﹇
2
月
13
日
開
催
﹈

行
財
政
改
革

　
　
　
　
　

　
　特別
委
員
長
中
間
報
告
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常
任
委
員
会
視
察
報
告

常
任
委
員
会
視
察
報
告

総
務
教
育
委
員
会

日
時
:
令
和
7
年
1
月
22
~
24
日

視
察
事
項

・
佐
賀
県
武
雄
市

　
武
雄
市
図
書
館
・
歴
史
資
料
館

・
佐
賀
県
多
久
市

　
学
校
教
育
の
I
C
T
化

　
義
務
教
育
学
校

　
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

・
福
岡
県
八
女
市

　
八
女
市
予
約
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

・
福
岡
県
宗
像
市

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
の
取
り
組
み

◆
総
務
教
育
委
員
長

　胡
摩
田
弘
孝

佐
賀
県
武
雄
市

　

　
来
館
者
の
伸
び
悩
み
、
利
用
者
の
固
定

化
を
打
開
す
る
た
め
、
2
0
1
3
年
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
機
に
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
、

蔦
屋
書
店
、
図
書
館
の
一
体
化
を
図
り
、

学
生
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
が
利
用
し
て

い
る
。

2
0
1
7
年
10
月
に
は
、
子
育
て
世
代

の
利
用
拡
大
の
た
め
、
こ
ど
も
図
書
館
を

増
設
す
る
。

　
ほ
ぼ
毎
日
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
企

画
さ
れ
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
重
宝

さ
れ
て
お
り
、
集
客
は
年
間
1
0
0
万
人

を
超
え
る
。

　
市
は
約
2
億
円
の
管
理
料
を
支
払
っ
て

い
る
が
、
集
客
に
よ
る
経
済
効
果
や
、
管

理
者
か
ら
の
家
賃
収
入
も
あ
り
、
多
く
の

地
元
雇
用
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
委
員
か
ら
は
図
書
館
の
運
営
手
法
や
相

乗
効
果
の
ヒ
ン
ト
を
頂
い
た
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。

佐
賀
県
多
久
市

　

義
務
教
育
学
校

　
平
成
24
年
か
ら
学
校
統
合
を
進
め
、
平

成
29
年
度
に
は
義
務
教
育
学
校
は
3
校
と

な
る
。
6
–
3
制
か
ら
4
–
3
–
2
制
を

導
入
し
、
9
年
間
で
教
育
課
程
を
修
了
す

る
。
　

　
進
級
の
調
整
は
必
要
だ
が
、
通
常
の
教

育
と
の
差
異
は
な
い
。
中
1
の
入
学
式
、

小
6
の
卒
業
式
が
な
い
の
で
、
教
職
員
の

負
担
は
軽
減
で
き
る
。

　
統
合
に
つ
い
て
は
、
地
域
と
学
校
、
学

校
同
士
で
、
意
見
交
換
が
出
来
る
仕
組

み
を
作
る
こ
と
が
大
切
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。学

校
教
育
の
I
C
T
化

　
市
独
自
で
I
C
T
支
援
員
を
配
置
し
、

地
域
・
ふ
る
さ
と
学
習
を
推
進
し
て
い

る
。
　

　
委
員
か
ら
は
、
支
援
員
は
外
部
委
託
す

る
よ
り
は
安
く
て
、
効
率
的
な
方
法
で
対

応
し
て
お
り
、
当
市
も
参
考
に
す
べ
き
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
昨
年
、
多
久
市
で
は
弓
道
を
担
当
し

た
。
当
市
も
2
0
3
0
年
に
弓
道
を
受
け

持
つ
た
め
、
弓
道
場
の
見
学
を
し
た
。

　
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
市
民
に
募
集
し
た
が
集
ま
ら
ず
、
中

学
生
や
高
校
生
に
補
助
員
を
お
願
い
し
た

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

福
岡
県
八
女
市

　

　
日
常
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
移
動
手
段

を
確
保
す
る
た
め
、
ド
ア
ー
to
ド
ア
ー
型

の
デ
マ
ン
ド
交
通
を
導
入
し
、
住
民
が
安

全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
い
る
。

　
住
所
・
電
話
番
号
等
を
事
前
登
録
し
ス

マ
ホ
か
ら
予
約
し
、
料
金
は
片
道
3
0
0

円
で
、
旧
市
町
を
超
え
る
場
合
は
4
0
0

円
で
あ
る
。

　
主
な
利
用
者
は
高
齢
者
で
、
ま
だ
運
転

し
て
い
る
方
も
い
る
が
、
免
許
を
返
納
す

る
前
に
利
用
方
法
等
に
つ
い
て
知
っ
て
頂

く
た
め
に
、
利
用
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
免
許
を
返
納
さ
れ
た
方
に
は
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
、
公
共
バ
ス
の
共
通
券
6
万
円

分
を
支
援
し
て
い
る
。

　
委
員
か
ら
は
、
当
市
も
各
地
域
に
よ
り

事
情
が
異
な
る
た
め
、
地
域
に
見
合
っ
た

仕
組
み
を
考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

福
岡
県
宗
像
市

　

　
「
日
の
里
団
地
」
は
、
今
か
ら
50
年
前

に
完
成
し
、
九
州
最
大
の
集
合
住
宅
で

あ
っ
た
が
、
入
居
者
の
減
少
や
、
老
朽
化

も
あ
り
、
2
0
2
0
年
に
団
地
を
解
体

し
、
団
地
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
さ
と
づ

く
り
48
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
市
、
民
間
、
地
域
住
民
の
有
志
で
結
成

さ
れ
た
運
営
組
織
を
作
り
、
自
分
た
ち
で

改
装
・
修
繕
し
、
新
た
な
拠
点
場
所
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
。

　
市
民
の
憩
い
の
場
の
提
供
や
、
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
こ

と
を
考
え
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
は
大
変
参
考
と
な
っ
た
が
、

改
修
等
の
費
用
や
、
設
備
に
も
課
題
も
あ

る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

▲武雄市図書館
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2025（令和7）年4月24日 （16）おおだ市議会だより

写真で見る議会日誌写真で見る議会日誌

　
今
年
の
2
月
は
、雪
の
日
が

多
く
、除
雪
費
用
に
補
正
予
算

が
組
ま
れ
ま
し
た
。昨
夏
の
猛

暑
、
今
年
の
寒
波
と
大
雪
、
異

常
気
象
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

　
3
月
2
日
、「
出
雲
・
湖
陵

道
路
」、「
湖
陵
・
多
伎
道
路
」

が
開
通
し
、県
内
東
部
の
山
陰

道
が
全
て
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
交
通
の
利
便
性
が
向
上
し
、

人
流
・
物
流
・
産
業
・
観
光

な
ど
様
々
な
分
野
で
の
交
流

促
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
は
、平
成
17
年
の
旧
大

田
市
・
温
泉
津
町
・
仁
摩
町

の
合
併
に
よ
る
新
生
大
田
市

の
発
足
か
ら
20
年
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。様
々
な
記
念
事
業

も
予
定
さ
れ
ま
す
の
で
、多
く

の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　   （
宮
脇
　
康
郎
）

委
員
長 

小
川
　
和
也

副
委
員
長 

胡
摩
田
弘
孝

委
　
員 

石
田
　
洋
治

委
　
員 

宮
脇
　
康
郎

委
　
員 

清
水
　
　
好

委
　
員 

柿
田
　
賢
次

委
　
員 

伊
藤
　
康
浩

広
報
広
聴
委
員
会

編
集
後
記

編
集
後
記

2/5
全国市議会議長会理事会・
評議員会合同会議

2/14中学校拡大生徒会

3/25
山村留学センター
修園のつどい　

4/4
島根県市議会議長会
春季定期総会（大田市開催）　　

次
の
定
例
会
の
予
定
は
６
月
で
す
。

市
議
会
を
身
近
に
感
じ
る
良
い
機
会

で
す
。

◇
傍
聴
席
は
定
員
64
人
で
す
。

　傍
聴
は
、
市
政
に
関
す
る
状
況
や

方
針
、
地
域
の
課
題
な
ど
も
取
り
上

げ
ら
れ
る
一
般
質
問
が
お
ス
ス
メ
で

す
。
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
議
場
で
の
や

り
と
り
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　地
域
や
職
場
の
グ
ル
ー
プ
で
勉
強

会
は
い
か
が
で
す
か
。
授
業
の
一
環

で
の
見
学
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

団
体
で
の
傍
聴
は
、
事
前
に
議
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先
：
大
田
市
議
会
事
務
局

（
T
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：
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８
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７
）

議
会
を
傍
聴

　
　
し
て
み
ま
せ
ん
か

議
会
を
傍
聴

　
　
し
て
み
ま
せ
ん
か

お気軽に
どうぞ！


